
 

教科用図書調査研究の方針 

 

１ 調査研究の対象 

  中学校全ての教科 

 

２ 調査研究資料の作成 

(1) 足柄下採択検討会規約第７条により、調査研究のための資料作成を調査員

に委嘱する。 

(2) 調査会は、調査研究を行って、採択検討会での協議に必要な資料を作成す

る。 

(3) 調査会は、教科用図書調査研究の観点に基づいて調査研究をする。また、

学校、児童・生徒、地域等の特性も十分考慮するものとする。 

(4) 調査員による調査研究の方法は、記述方式とし、他の教科用図書との比較

が公正かつ適正にできるようにするために、「配慮されている点」「工夫さ

れている点」「優れている点」等のよさや特徴を明確にしかも具体的に記載

するようにする。 

 

３ 資料に基づく協議 

(1) 採択検討会において、調査員は、調査内容について検討会で報告、説明を

行う。その際、調査会は、各種目の発行者ごとに、調査内容をまとめる。 

(2) 採択検討会の資料は、調査会の資料の他に、学習指導要領、県教育委員会

の資料とする。 

(3) 採択検討会委員は、種目ごとの報告が２の(3)と(4)を十分踏まえたものか

どうかを検討するとともに、検討会委員としての意見を述べる。 

 

４ 教育委員会への報告 

採択検討会は、教育委員会へ次の報告をする。 

(1) 調査会の資料 

(2) 検討会委員の意見 

(3) 県教育委員会資料 

 

５ 調査研究の観点 

(1) 教科・種目に共通な観点 

① 教育基本法、学校教育法及び学習指導要領との関連 



 
 

   ○「教育基本法（第１条、第２条）及び学校教育法（第 49 条、第 30 条２

項）に基づき、学習指導要領において示された「資質・能力」の３つの柱

で整理された各教科の目標を踏まえた工夫や配慮がなされているか。 

・生きて働く「知識・技能」を習得するための工夫や配慮 

・未知の状況にも対応できる「思考力・判断力・表現力等」の育成を図る

ための工夫や配慮 

・学びを人生や社会に生かそうとする「学びに向かう力・人間性等」を涵

養するための工夫や配慮 

 

② 内容と構成 

 ○中学校学習指導要領（平成 29 年告示）の改訂の要点を踏まえた工夫や配 

慮がなされているか。 

・主体的、対話的で深い学びの実現に向けた学習活動に資する工夫や配慮 

・他教科との関連等、カリキュラム・マネジメントに資する工夫や配慮 

   ○学習指導要領の改訂における教育内容の主な改善事項等を踏まえた工夫や

配慮がなされているか。 

    ・言語能力の確実な育成 

    ・伝統や文化に関する教育の充実 

    ・体験活動の充実 

    ・学校段階間の円滑な接続 

    ・情報活用能力の育成 

    ・生徒の学習上の困難さに応じた工夫 

   ○生徒にとって分かりやすく理解が深まるような構成上の工夫や配慮がなさ

れているか。 

 

③ 分量・装丁・表記等 

   ○各内容の分量とその配分は適切であるか。 

   ○体裁がよく、生徒が使いやすいような工夫や配慮がなされているか。 

   ○文章表現や漢字・用語・記号・計量単位・図版等、生徒が理解しやすいよ

うな工夫や配慮がなされているか。 

 

④  教科・種目別の観点  

(ｱ)  国語（書写を除く）  

□ 学習指導要領解説に示された言語活動例をもとに各領域（話すこと・

聞くこと、書くこと、読むこと）の資質・能力を育成するための題材と

して工夫や配慮がなされているか。  



 
 

□ 語彙を豊かにするための題材として工夫や配慮がなされているか。  

□ 読書活動の充実を図るための題材として工夫や配慮がなされているか。  

 

(ｲ)  書写  

□ 毛筆と硬筆との関連をもたせるための工夫や配慮がなされているか。  

□ 文字を正しく整えて速く書く能力を育成するための工夫や配慮がなさ

れているか。  

□ 日常の学習や生活に役立てる態度を育てるための工夫や配慮がなされ

ているか。 

  

(ｳ)  社会 （地図を除く） 

□ 生徒が、各分野における「社会的な見方・考え方（地理的な見方・考

え方、歴史的な見方・考え方、現代社会の見方・考え方）」を働かせる

学習ができるための工夫や配慮がなされているか。 

□ 社会的事象について生徒が多面的・多角的に考察、構想し、表現する

ための工夫や配慮がなされているか。 

□ 課題を追究・解決する活動の充実を図るための工夫や配慮がなされて

いるか。 

 

(ｴ)  地図  

□ 一般図・拡大図・主題図・索引などは適切に配列されているか。  

□ 統計、各種の資料は、最新のデータを使うなど信頼性があり、生徒の

発達の段階に即したものが適切に取り上げられているか。  

□ 生徒が自主的に学習に取り組み、情報を読み取る技能及びまとめる技

能を身に付けるための工夫や配慮がなされているか。 

 

(ｵ)  数学 

□ 数学的活動を通して、基礎的な知識及び技能を身に付けるための工夫

や配慮がなされているか。  

□ 言葉や数、式、図、表、グラフなどの数学的な表現を用いて、論理的

に考察し、さらにその過程を振り返り、その考えを表現して深めるため

の工夫や配慮がなされているか。 

□ 不確定な事象を取り扱うなかで、目的に応じてデータを収集して処理

し、その傾向を読み取って判断するような題材の工夫、批判的に考察し、

問題解決に取り組めるような題材の工夫や配慮がなされているか。  

 



 
 

(ｶ)  理科  

□ 観察、実験などは、３年間を通じて、科学的に探究する力の育成が図

られるような工夫や配慮がなされているか。 

□ 観察、実験などは、日常生活や社会とのかかわりの中で、生徒が理科

の有用性を実感したり、自らの力で知識を獲得したり、また、それらを

表現したりして、理解を深めて体系化していくような工夫や配慮がなさ

れているか。 

□ 原理や法則の理解を深めるためのものづくりや、継続的な観察や季節

を変えての定点観測など、体験的な学習活動の充実が図られるような工

夫や配慮がなされているか。 

 

(ｷ)  音楽  

□ 表現及び鑑賞の基礎的な能力を養うために、〔共通事項〕をよりどこ

ろとして、主体的・協働的な学習の展開が図られるような工夫や配慮が

なされているか。 

□ 「Ａ表現」や「Ｂ鑑賞」の教材は、学習を積み重ねていくことができ

るよう、系統的、発展的に配列されているか。 

□ 音楽文化の理解について、多様な音楽を、身の回りの生活や社会と関

連させながら学習するための工夫や配慮がなされているか。 

 

(ｸ)  美術 

□ 生徒が自ら造形的な見方・考え方を働かせながら、表現したり鑑賞し

たりして、生活や社会の中の美術や美術文化と豊かに関わることができ

るような工夫や配慮がなされているか。 

□ 生徒が自ら主題を生み出して表現したり、自ら造形的な見方や考え方

を働かせて鑑賞したりできるよう、表現及び鑑賞の題材に、自分らしい

思いや考えをもつための工夫や配慮がなされているか。 

□ 「Ａ表現」と「Ｂ鑑賞」の領域、及び、〔共通事項〕の学習内容を、

相互に関連させながら取り扱うような工夫や配慮がなされているか。 

 

(ｹ)  保健体育 

□ イラスト、写真、事例等の資料について、最新のデータを扱うなど信

頼性があり、生徒が健康・安全について、自他の課題を発見し、解決す

ることに役立つような工夫や配慮がなされているか。 



 
 

□ 生徒が個人生活における健康・安全について科学的に思考し、判断す

るとともに、筋道を立てて他者に表現できるような学習活動が取り上げ

られているか。 

□ 生徒が生涯にわたって心身の健康を保持増進する態度を養うよう、学

習活動の工夫や配慮がなされているか。 

 

(ｺ)  技術・家庭  

□ 実践的・体験的な活動を通して、基礎的な知識及び技能の習得やそれ

らを生かした思考力・判断力・表現力等の育成を図るための工夫や配慮

がなされているか。 

□ 「技術の見方・考え方」や「生活の営みに係る見方・考え方」を働か

せた学習となるよう、内容構成に工夫や配慮がなされているか。 

□ 既存の技術の理解を図る学習過程や、生活や社会の中から問題を見い

だして課題を設定し解決する力を養う学習過程が取り上げられているか。 

 

(ｻ)  英語  

□ 「聞くこと」「読むこと」「話すこと［やり取り］」「話すこと［発

表］」「書くこと」などのコミュニケーションを図る資質・能力を総合

的に育成できるよう、実際の言語の使用場面や言語の働き等に十分配慮

した題材を取り上げるなど、工夫や配慮がなされているか。 

□ 小学校と関連した構成となるよう、小学校外国語活動及び外国語科で

扱った音声や語彙、表現を取り上げるなど、工夫や配慮がなされている

か。 

□ 国際理解を深めることにつながるように、世界の人々や日本人の日常

生活、風俗習慣、物語、地理、歴史、伝統文化、自然科学などを、生徒

の発達の段階や興味・関心に即して効果的に取り上げるなど、工夫や配

慮がなされているか。 

 

(ｼ)  特別の教科 道徳  

□ 道徳的な課題を生徒が自分との関わりの中で、主体的に考え、自分の

考え方、感じ方を明確にすることができるよう、「考える道徳」につな

がる内容構成になっているか。 

□ 自己を見つめ、物事を多面的・多角的に考えるために、多様な考え方、

感じ方と出あい交流する「議論する道徳」につながる内容構成になって

いるか。 



 
 

□ 発達の段階に応じて、道徳的行為に関する体験的な学習を取り入れる

ための工夫や配慮がなされているか。 

 


